
名古屋市北区柳原三丁目7番8号 
TEL〈052〉916－2251 
FAX〈052〉916－2308

U R L http://www.jaichi.jp
Eメール info@jaichi.jp

（１） ２００８年１０月２５日 第９７３号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

「格差社会と地方自治」
を考える学習交流集会
と き １１月１５日（土）１３：３０～
ところ 金山・労働会館

東館ホール

２００８．１０．２５
No.973

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

増
え
つ
づ
け
る
臨
職
・
パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
労
働
者
。
正
規
と
同
じ
仕
事
に
つ
き
、

保
育
園
で
は
ク
ラ
ス
担
任
ま
で
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
職
員
の
、
正
規
と
の
均
等

待
遇
・
処
遇
改
善
の
要
求
が
高
ま
る
中
、
各
単
組
で
非
正
規
労
働
者
の
要
求
対
話
と

組
織
拡
大
が
と
り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
人
勧
で
示
さ
れ
た
給
与
改
善
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
活
用
し
、
５
０
０
０
人
の
仲
間
と
の
対
話
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
久

手
町
職
労
や
豊
川
市
職
労
と
小
坂
井
町
職
労
が
と
り
く
ん
だ
臨
時
・
嘱
託
職
員
と
の

懇
談
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。

１０
月
１５
日
、
豊
川
勤
労
会
館

で
開
催
さ
れ
た
豊
川
市
職
労
、

小
坂
井
町
職
労
合
同
の「
臨
時
・

パ
ー
ト
職
員
懇
談
会
」
に
は
１５

人
が
参
加
。
豊
川
市
職
労
の
瀧

川
委
員
長
は
、「
格
差
と
貧
困
」

を
な
く
せ
の
社
会
的
な
世
論
が

高
ま
る
中
「
臨
時
・
パ
ー
ト
職

員
の
賃
金
労
働
条
件
改
善
の
追

い
風
が
吹
い
て
い
る
。し
か
し
、

こ
の
追
い
風
を
活
か
す
に
は
、

労
働
組
合
に
入
っ
て
声
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
訴
え

ま
し
た
。
学
習
会
で
は
は
じ
め

に
、
豊
川
や
小
坂
井
に
も
労
働

組
合
が
あ
り
、
そ
こ
に
加
入
で

き
る
こ
と
を
強
調
。そ
の
上
で
、

人
事
院
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
、「
通
常
の
労
働
者
と
の

均
衡
の
取
れ
た
待
遇
」
を
確
保

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
、
改

正
パ
ー
ト
労
働
法
を
説
明
し
、

組
合
と
と
も
に
処
遇
改
善
の
運

動
を
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
が

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
懇
談
で
は
、「
職
員
会
な
ど

２
時
間
超
え
て
も
１
時
間
分
の

手
当
し
か
出
な
い
」
「
ク
ラ
ス

担
任
の
負
担
が
大
き
い
」
「
有

給
は
あ
る
が
夏

休
み
が
な
い
」

「
臨
時
に
も
昇

給
が
あ
る
と

思
っ
て
い
た
」

な
ど
様
々
な
問

題
や
悩
み
が
出

さ
れ
、
予
定
し

て
い
た
時
間
を

３０
分
も
オ
ー
バ

ー
す
る
話
し
合

い
が
続
き
ま
し

た
。
参
加
者
か

ら
は
「
労
働
組

合
に
加
入
で
き

る
こ
と
を
知
っ

て
良
か
っ
た
」

「
パ
ー
ト
は
か
わ
い
そ
う
で
は

す
ま
さ
れ
な
い
。
何
と
か
手
助

け
し
て
欲
し
い
」「
あ
っ
と
言
う

間
の
時
間
で
、も
っ
と
話
せ
る

時
間
が
欲
し
い
」な
ど
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。両
組
合
と
も
、
今

後
も
継
続
し
て
と
り
く
み
た
い

し
、
も
っ
と
多
く
の
参
加
者
を

誘
っ
て
懇
親
会
を
開
こ
う
と
元

気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
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長
久
手
町
職
労
は
、
１０
月
８

日
に
嘱
託
職
員
さ
ん
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
１９
人
が

参
加
し
、
矢
野
書
記
長
か
ら
、

組
合
と
し
て
正
規
職
員
を
増
員

す
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
と
も

に
、
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善

を
要
求
し
て
い
く
こ
と
、
人
勧

で
だ
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

説
明
や
、
組
合
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
い
、
加
入
し
一
緒
に
運

動
を
ひ
ろ
げ
て
い
こ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
嘱
託
職

員
は
雇
用
が
安
定
し
て
い
る
と

言
わ
れ
る
が
、
１
年
更
新
で
雇

用
不
安
は
常
に
あ
る
」、「
時
間

単
価
や
超
勤
単
価
が
低
い
」、

な
ど
賃
金
や
雇
用
に
対
す
る
切

実
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
そ
の
中
で
、「
通
勤
手
当
に

つ
い
て
、
通
常
は
半
年
定
期
の

額
が
、
４
月
と
１０
月
に
支
給
さ

れ
る
が
、１
か
月
毎
の
支
給
で
、

支
給
額
が
半
年
定
期
額
の
１
／

６
ず
つ
し
か
支
給
さ
れ
な
い
」

と
の
意
見
が
だ
さ
れ
、
組
合
は

す
ぐ
に
当
局
に
申
し
入
れ
、
こ

れ
を
改
善
さ
せ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
他
の
市

町
村
の
嘱
託
の
雇
用
状
況
や
、

自
分
自
身
の
雇
用
条
件
に
つ
い

て
あ
ま
り
考
え
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
良
い
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
忌
引
き

休
暇
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
し
た
」
「
嘱
託
職
員
で
集

ま
っ
て
話
し
が
で
き
、
ま
た
組

合
の
方
の
話
し
を
聞
け
て
、
今

の
状
況
や
今
後
の
こ
と
な
ど
が

把
握
で
き
参
加
し
て
よ
か
っ
た

で
す
」
「
ほ
か
の
嘱
託
の
先
生

方
が
、
ど
ん
な
悩
み
を
持
た
れ

て
い
る
か
少
し
分
か
り
ま
し

た
。
一
時
金
の
こ
と
や
、
残
業

代
の
こ
と
な
ん
か
も
こ
の
機
会

に
お
話
を
聞
け
て
よ
か
っ
た
で

す
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

「
組
合
と
し
て
こ
の
間
、
こ

う
い
っ
た
と
り
く
み
を
や
っ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
継
続
的
に

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
切
な
こ
と
で
す
か
ら

ね
」
と
矢
野
書
記
長
は
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

今年の４月、岩倉市職でもとりくまれた臨職さんとの懇談会

豊
橋
市
職
労
は
１０
月
１５
日
、

総
学
習
・
総
対
話
の
節
目
と
し

て
、
自
治
労
連
・
現
業
全
国
統

一
行
動
日
に
、
学
習
会
を
か
ね

た
中
央
委
員
会
を
開
催
。
現
業

評
議
会
や
各
級
機
関
役
員
な
ど

約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
学
習
会
で
は
県
本
部
書
記

長
が
、
０８
人
勧
の
批
判
の
ポ
イ

ン
ト
、
政
府
・
総
務
省
な
ど
の

攻
撃
の
特
徴
と
そ
れ
へ
の
反
撃

を
含
め
た
秋
年
闘
争
の
た
た
か

い
の
方
向
を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
職
労
書
記
長
が
、

「
誰
も
が
本
給
４０
万
円
に
到
達

で
き
る
よ
う
に
」
な
ど
職
場
環

境
改
善
を
含
め
た
０８
秋
季
年
末

確
定
要
求
（
案
）
と
当
面
の
闘

争
方
針
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、

討
論
の
後
に
決
定
し
ま
し
た
。

秋
年
闘
争
の
前
進
に
む
け
て

は
、
県
下
、
各
単
組
で
も
要
求

書
の
提
出
と
総
学
習
運
動
が
と

り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
名
古
屋

市
職
労
で
は
映
像
版
を
使
っ
た

昼
休
み
学
習
が
、
名
水
労
で
は

現
業
賃
金
削
減
問
題
や
汚
泥
処

理
場
委
託
問
題
、
蒲
郡
市
職
で

は
医
師
確
保
や
保
育
園
の
民
間

委
託
問
題
な
ど
、
単
組
重
点
課

題
と
セ
ッ
ト
で
の
学
習
活
動
も

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人人事事院院がが示示ししたた 非非常常勤勤職職員員のの
給給与与にに関関すするるガガイイドドラライインンととはは

１．非正規職員の基本賃金は、類似する業務をおこなう正
規職員の初任給に、地域手当・経験年数加算をおこな
うこと

２．通勤手当は、正規職員と同基準で、全額支給すること
３．６ヵ月間継続勤務している臨時職員や非常勤嘱託職員
に、一時金を支給すること

��������
������

��������������

わ
た
し
も
組組
合合
に
入入
れ
る
！
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自自治治労労連連
現現 業業統統一一行行動動１１００・・１１５５

名
古
屋
市
職
労
は
１０
月
１５
日

の
夜
、
現
業
・
青
年
・
女
性
部

が
決
起
集
会
を
市
役
所
前
で
開

催
し
、
９
０
０
人
が
参
加
。
集

会
後
は
、「
マ
イ
ナ
ス
勧
告
反

対
」、「
現
業
の
差
別
賃
金
を
な

く
せ
」な
ど
庁
舎
を
囲
み
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
ま
し
た
。

春
日
井
市
職
労
は
、
退
庁
時

決
起
集
会
を
開
催
し
、
清
掃
な

ど
現
業
職
を
中
心
に
９５
人
が
参

加
。
通
勤
手
当
改
善
、
勤
務
時

間
の
短
縮
な
ど
を
求
め
、
決
意

を
固
め
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の

他
に
名
水
労
や
学
事
労
、
豊
川

市
職
労
、
西
尾
市
職
、
碧
南
市

職
、
瀬
戸
市
職
労
、
犬
山
市
職

労
な
ど
が
集
会
や
早
朝
宣
伝
・

学
習
会
を
と
り
く
み
ま
し
た
。

介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
、

社
会
保
障
の
拡
充
を
求
め
た
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
、
１０
月
２１

日
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
愛
知

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
や
自

治
労
連
県
本
部
、
愛
知
保
険
医

協
会
な
ど
実
行
委
員
会
が
と
り

く
ん
で
い
る
も
の
で
、
介
護
保

険
料
の
引
き
下
げ
や
国
保
料

（
税
）
の
引
き
下
げ
・
減
免
な

ど
、
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
へ

陳
情
・
要
請
を
行
い
ま
す
。

は
じ
め
に
訪
れ
た
清
須
市
で

は
、
介
護
保
険
料
や
利
用
料
の

独
自
減
免
制
度
を
求
め
、
参
加

者
か
ら
「
低
所
得
者
へ
の
減
免

制
度
を
ぜ
ひ
実
施
し
て
欲
し

い
」「
格
差
と
貧
困
が
拡
大
す

る
中
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
制
度
拡
充
を
」
な
ど
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
制
度
の
入
院
償
還
払
い
を
現

物
給
付
に
改
め
る
よ
う
要
請
、

清
須
市
や
北
名
古
屋
市
は
「
検

討
し
た
い
」と
回
答
し
ま
し
た
。

な
お
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動
な
ど
を
通
じ
て
、
市
町

村
が
改
善
を
す
す
め
、
そ
の
結

果
、
今
年
４
月
に
は
愛
知
県
も

対
象
年
齢
を
改
善
し
ま
し
た
。

自
治
体体
キ
ャ
ラ
バ
ン 上・名古屋市職労

下・春日井市職労

１０
月
１８
日
〜
１９
日
、
京
都
市

で
自
治
労
連
や
市
民
団
体
な
ど

２１
団
体
が
つ
く
る
実
行
委
員
会

主
催
で
、「
打
ち
破
ろ
う
�
構

造
改
革
�
い
か
そ
う
憲
法
、
く

ら
し
と
地
方
自
治
に
」
を
テ
ー

マ
に
、「
第
９
回
地
方
自
治
研

究
全
国
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

１
２
０
０
人
が
参
加
者
し
ま
し

た
。現

地
実
行
委
員
会
の
中
林
浩

氏
と
全
国
集
会
実
行
委
員
会
の

吉
本
哲
夫
氏
は
、「
地
域
を
変

え
、
地
方
財
政
を
守
る
勢
力
を

大
き
く
す
る
た
た
か
い
に
全
力

を
あ
げ
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
評
論
家
の
佐

高
信
氏
が
「
信
号
機
を
壊
し
た

『
構
造
改
革
』」
と
題
し
、「
小

泉
・
竹
中
構
造
改
革
は
信
号
機

を
壊
し
、
ル
ー
ル
な
き
資
本
主

義
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
平
成
の

市
町
村
合
併
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
行
き
届
か
な
く
な
っ
て
い

る
。
住
民
と
つ
な
が
る
道
は
住

民
の
声
を
聞
き
、
住
民
と
と
も

に
つ
く
る
る
の
が
自
治
体
の
本

来
の
姿
。
構
造
改
革
と
た
た
か

い
、
気
概
を
も
っ
て
が
ん
ば
ろ

う
」
と
講
演
し
ま
し
た
。
基
調

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
暮
ら
し
と
地

域
破
壊
を
告
発
し
、
福
祉
、
医

療
、
教
育
、
営
業
、
農
業
、
基

地
、
青
年
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
労
働
者
と
住
民
が
共
同
し

て
運
動
し
て
い
る
姿
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
体
会
終

了
後
は
３
つ
の
ナ
イ
タ
ー
講
座

と
青
年
企
画
が
行
わ
れ
、
１９
日

は
、
３２
の
分
科
会
や
講
座
に
わ

か
れ
、
地
方
自
治
体
の
役
割
と

課
題
を
学
び
あ
い
、
語
り
あ
い

交
流
し
ま
し
た
。

地地
方方
自
治
体体
の
役役
割割
と
課
題題
を

学学
び
合合
い
・
語語
り
合合
い

第第
９９
回回
地地
方方
自自
治治
研研
究究
全全
国国
集集
会会

��������	
�
１１月１４日�～１５日�
名古屋市・名古屋クラウンホテル

オープニングの六斎念仏踊り

自
治
体
一
般
安
城
ヘ
ル
パ
ー

分
会
の
調
理
実
習
学
習
会
が
、

１０
月
８
日
に
開
か
れ
、
１２
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
利

用
者
さ
ん
宅
で
、
日
頃
短
時
間

で
限
ら
れ
た
食
材
、
一
人
分
な

ど
と
い
う
、
ハ
ー
ド
な
条
件
で

炊
事
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
ん

な
時
に
役
立
つ
料
理
を
知
り
た

い
と
い
う
組
合
員
の
声
に
応
え

た
も
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
料
理
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、「
白

身
魚
の
ホ
イ
ル
焼
き
」「
鶏
む

ね
肉
の
柳
川
風
」「
チ
リ
コ
ン

カ
ン
」
や
、
老
人
向
け
レ
ト
ル

ト
食
品
の
試
食
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
利
用
者
さ
ん

の
援
助
に
役
立
つ
か
な
と
思
い

参
加
し
ま
し
た
。
短
時
間
で
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
献
立
が
た
く

さ
ん
で
き
驚
き
ま
し
た
」「
家

庭
で
も
仕
事
で
も
役
立
ち
そ
う

で
す
」
な
ど
好
評
で
し
た
。
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�
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安安 城城
ヘヘルルパパーー
分分 会会

単単
組組
定定
期期
大大
会会

役役
員員
紹紹
介介

田田
原原
市市
職職
労労

（（
１１００
月月
１１７７
日日
））

執
行
委
員
長

宮
川

友
道

副
執
行
委
員
長

榊
原

正
志

会

計

田
中

奈
穂

９
７
０
号
の
答
え
は
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
で
し
た
。
３８
通
の

応
募
が
あ
り
、
３７
人
の
方
が
正

解
で
し
た
。
以
下
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

高
木

英
樹（
名
古
屋
市
職
労
）

森

加
代
子（
名
古
屋
市
職
労
）

光
部

直
実（
豊
橋
市
職
労
）

佐
藤

洋
介（
豊
橋
市
職
労
）

森
岡
八
千
代（
学
事
労
）

石
黒

裕
子（
岩
倉
市
職
）

下
條
由
香
子（
豊
川
市
職
労
）

松
田

直
子（
長
久
手
町
職
労
）

澤
田

和
孝（
港
職
労
）

鈴
木

佳
子（
豊
川
市
病
組
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

１１
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の当当

選選
者者


